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も
ろ
も
ろ
の
天
は
神
の
栄
光
を
あ

ら
わ
し
、
大
空
は
み
手
の
わ
ざ
を

し
め
す
。

こ
の
日
は
言
葉
を
か
の
日
に
つ
た

え
、
こ
の
夜
は
知
識
を
か
の
夜
に

つ
げ
る
。

話
す
こ
と
な
く
、
語
る
こ
と
な
く
、

そ
の
声
も
聞
え
な
い
の
に
、
そ
の

響
き
は
全
地
に
あ
ま
ね
く
、
そ
の

言
葉
は
世
界
の
は
て
に
ま
で
及

ぶ
。

　

旧
約
聖
書
「
詩
篇
」

 

第
一
九
篇
一
～
四
節

春満開、笑顔も満開 !!

一
、
こ
の
世
は
誰
が
動
か
し
て
い

る
の
か
。勿
論
人
間
様
だ
ろ
う
。

そ
う
か
な
？
人
間
を
背
後
で
支

配
す
る
、
目
に
見
え
な
い
方
が

い
る
は
ず
。
そ
れ
を
神
と
も
言

う
。 

一
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
梅
も
過

ぎ
去
り
、
桜
も
三
日
見
ぬ
間
に

葉
桜
に
な
っ
た
。
当
に
あ
っ
と

い
う
間
で
あ
る
。 

一
、
厳
寒
を
経
験
し
た
者
は
、
春

の
優
し
い
春
の
時
を
感
謝
す

る
。
こ
れ
が
人
生
の
真
実
な
る

原
理
で
あ
る
。 

一
、
幸
福
に
な
る
真
理
？
そ
ん
な

も
の
は
あ
る
の
か
。あ
る
の
だ
。

今
を
最
高
の
幸
福
と
い
つ
も
感

じ
ら
れ
る
人
。 

一
、
今
を
喜
ん
で
生
き
る
人
。
も

し
明
日
が
あ
れ
ば
、
明
日
も
感

謝
し
て
生
き
ら
れ
る
人
。
こ
れ

が
最
高
の
幸
福
な
人
だ
。

会

報

五

言

入
所
式

光の家新生園入所式

　

平
成
二
七
年
度
が
始
ま
り
、
各
施

設
で
新
年
度
の
始
ま
り
を
告
げ
る
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
に
は
光
の
家
就
労
ホ
ー

ム
で
、
四
月
三
日
に
は
光
の
家
新
生

園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
利
用
者
を

迎
え
る
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

就
労
ホ
ー
ム
で
は
、
二
名
の
利
用

者
を
迎
え
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
校

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
元
気
な
女
性

で
す
。
入
所
式
で
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
し
た
が
、
顔
な
じ
み
の
先
輩
方

も
お
り
、
元
気
な
挨
拶
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

光
の
家
新
生
園
で
は
、
男
性
一

名
、
女
性
二
名
の
新
し
い
利
用
者
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
治

会
会
長
か
ら
の
温
か
い
歓
迎
の
言
葉

と
、
新
生
園
光
バ
ン
ド
の
力
強
い
演

奏
で
、
盛
大
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
光
の
家
の
生
活
に
慣

れ
、
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
光
の
家
新
生
園　

訓
練
課

 

主
任　

草
間　

樹
）

光の家就労ホーム入所式

法 

人 

役 

員

❖
理
事
長
・
評
議
員

　
　

 

田
中 

亮
治

❖
常
務
理
事
・
評
議
員

　
　

 

石
渡 

健
太
郎

❖
理
事
・
評
議
員

　
　

 

相
澤 

忠
一 

亀
岡 

寛
治

　
　

 

菅
野 

秀
郎 

篠
﨑 

友
照

　
　

 

杉
山 

吉
昭 

松
本 

栄
二

❖
監
　
事

　
　

 

白
井 

富
士
夫 

藤
田 　

洋

❖
顧
　
問

　
　

 

杉
山 

閑
男

❖
評
議
員

　
　

 

安
藤 

璀
子 

岩
島 　

清

　
　

 

梅
田 

俊
幸 

加
藤 

保
武

　
　

 

軽
部 

義
和 

川
辺 

和
政

　
　

 

佐
川 

勝
宣 

山
下 　

勉

　
　

 

横
引 

公
一 

（
五
十
音
順
）

　

平
成
六
年
か
ら
長
年
に
わ
た
り
ご

尽
力
頂
い
た
石
川
左
門
評
議
員
が
平

成
二
七
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
、
新
た
に
平
成
二
七
年
四
月

一
日
か
ら
地
域
代
表
と
し
て
梅
田
俊

幸
評
議
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
二
月
一
九
日
か
ら
二
四
日
ま

で
、
日
野
市
立
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
会
場
に
、
第
一
八
回
手
さ
ぐ

り
の
作
品
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、「
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
パ
ー
ト
Ⅱ
」
と

題
し
、
一
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
作
品
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
見
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
光
の
家
新
生
園　
訓
練
課

 

福
田　
清
香
）

第
一
八
回

手
さ
ぐ
り
の
作
品
展

みんなで作った超大作 !!
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『
燈
心
』
第
四
四
九
号
の
巻
頭
言

に
、
田
中
理
事
長
は
、
東
京
光
の
家

創
立
の
基
本
精
神
で
あ
る
「
信
仰
」

の
象
徴
と
も
い
う
べ
き「
聖
書
集
会
」

（
水
・
金
・
日
）
を
何
よ
り
も
大
切

に
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
を
語
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
如
何
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

暑
か
ろ
う
が
寒
か
ろ
う
に
関
係
な

く
、
こ
の
集
会
5

5

を
し
っ
か
り
守
り
抜

く
た
め
に
最
善
の
努
力
を
し
、
壇
上

に
立
た
れ
る
方
々
に
最
善
の
敬
意
を

払
う
の
が
こ
れ
又
、
信
仰
を
大
切
に

す
る
道
だ
と
、
私
は
心
得
て
い
る
次

第
で
あ
る
。
こ
れ
が
ひ
い
て
は
、
わ

が
東
京
光
の
家
が
信
仰
を
大
切
に
す

る
大
き
な
証
し
と
思
う
の
で
あ
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
努
力
の

継
続
が
、
東
京
光
の
家
を
不
動
の
園

と
し
、創
立
者
が
目
標
と
さ
れ
た「
キ

リ
ス
ト
教
の
福
音
と
教
え
に
基
づ

き
、
盲
人
た
ち
の
人
格
を
高
め
、
社

会
の
尊
厳
を
得
る
」
こ
と
を
確
か
な

も
の
と
し
て
社
会
に
示
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
な
事
実
で
す
。

こ
の
大
切
な
「
聖
書
集
会
」
に
、

二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
一
年
間
、
田

中
理
事
長
の
ご
依
頼
に
応
じ
、
奇

数
月
の
第
二
日
曜
日
の
聖
書
集
会

で
、
講
話
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
原
子
力

放
射
能
の
公
衆
衛
生
な
ど
科
学
分
野

の
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
来
た
者

で
、
聖
書
の
研
究
者
で
も
牧
師
で
も

な
く
、
ま
っ
た
く
の
平
信
徒
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
講
話
担
当
を
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
の
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
家
庭
に
育
ち
、
聖
書
を
読

み
、
感
謝
と
希
望
を
も
っ
て
日
曜
礼

拝
を
守
り
続
け
て
い
る
私
に
、
そ
の

幸
い
の
泉
で
あ
る
「
聖
書
」
そ
の
も

の
を
、
友
に
語
れ
と
主
イ
エ
ス
様
に

呼
び
出
さ
れ
た
思
い
が
し
た
か
ら
で

す
。講

話
で
は
、「
小
聖
書
と
呼
ば
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
」（
ル
タ
ー
）
と
言
わ

れ
て
い
る
詩
編
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
あ
る
園
生
の
「
詩
編
一
三
六
編

が
大
好
き
で
す
」
と
の
真
摯
な
発
言

に
加
え
、
初
代
教
会
の
信
徒
達
が
、

キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
は
詩
編
八
編

の
預
言
の
成
就
で
あ
る
、
と
解
釈
し

た
こ
と
に
励
ま
さ
れ
、「
神
と
人
の

結
び
つ
き
」
を
記
し
た
詩
編
に
し
ま

し
た
。

講
話
の
表
題
を
お
示
し
し
ま
す
。

第
一
回　

 

神
か
ら
の
最
も
す
ば
ら
し

い
贈
物

　
　
　
　

︱
聖
書
と
音
楽

第
二
回　

祝
福
の
道

　
　
　
　

︱ 

み
こ
と
ば
に
導
か
れ
て

 

（
詩
編
一
編
）

第
三
回　

弱
さ
の
中
に
こ
そ

　
　
　

︱ 

救
い
は
主
の
も
と
に
あ
る

 

（
詩
編
三
編
）

第
四
回　

創
り
主
へ
の
讃
美

　
　
　

︱ 

乳
飲
み
子
の
口
を
も
っ
て

砦
を
固
め
ら
れ
ま
し
た

 

（
詩
編
八
編
）

第
五
回　

変
え
ら
れ
た
嘆
き

　
　
　
　

︱ 

神
が
こ
れ
を
行
わ
れ
た

 

（
詩
編
二
二
編
）

第
六
回　

主
は
わ
た
し
の
牧
者

　
　
　
　

︱ 

み
こ
と
ば
に
導
か
れ
て

 

（
詩
編
二
三
編
）

二
千
年
以
上
前
の
古
い
詩
に
溢

れ
る
神
の
恩
恵
、
詩
人
の
心
か
ら
の

発
露
︱
嘆
き
と
讃
美
・
感
謝
が
、
光

の
家
の
現
実
に
重
ね
ら
れ
る
の
を
覚

え
な
が
ら
、
皆
様
と
共
に
、
讃
美
と

感
謝
の
時
を
持
た
せ
て
頂
き
ま
し

た
。主

を
囲
み
、
今
、
共
に
生
き
る

わ
れ
ら
光
の
家
は
、
日
本
を
支
え
る

隅
の
親
石
と
さ
れ
て
い
ま
す
。感
謝
。

今
、
共
に
生
き
る
わ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
―
聖
書
集
会
の
岩
の
上
に岩島 

清

社
会
福
祉
法
人 

東
京
光
の
家

　評
議
員

三
月
二
四
日
（
火
）
か
ら
二
七
日

（
金
）
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
順
番

に
、
東
京
光
の
家
の
四
つ
の
施
設
が

年
度
末
行
事
で
あ
る
「
締
め
く
く
り

の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
の
式
典
で
は
、
田
中
理
事

長
に
よ
る
式
辞
、
招
待
者
の
ご
挨
拶

の
他
、
こ
の
一
年
頑
張
っ
た
利
用
者

の
表
彰
や
成
果
発
表
、
訓
練
修
了
の

報
告
等
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
、
美

味
し
い
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
音
楽

や
演
劇
等
の
企
画
で
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

み
の
り
多
き
こ
の
一
年
を
、
出

席
者
全
員
で
感
謝
を
持
っ
て
振
り
返

り
、
皆
の
心
が
結
ば
れ
て
ゆ
く
、
今

年
も
す
ば
ら
し
い
年
度
の
納
め
の
会

と
な
り
ま
し
た
。

二
月
六
日
に
四
〇
回
目
の
追
悼

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昭

和
三
八
年
の
六
月
の
集
会
で
お
話
し

さ
れ
た「
祈
り
に
対
す
る
神
の
応
答
」

と
い
う
講
話
の
テ
ー
プ
を
聞
き
、
そ

の
あ
と
田
中
理
事
長
が
「
秋
元
梅
吉

の
信
仰
と
東
京
光
の
家
」
と
い
う
題

で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
秋
元
先
生

の
祈
り
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
事
業

体
で
あ
り
、
秋
元
先
生
が
い
な
け
れ

ば
光
の
家
は
な
か
っ
た
。
社
会
福
祉

の
精
神
と
神
様
を
信
じ
て
い
れ
ば
、

困
難
な
こ
と
も
実
現
可
能
に
な
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

（
光
の
家
神
愛
園　

支
援
課

 

主
任　

小
坂　

鑑
）

3/24　光の家栄光園「みのりの会」 
永年勤続者表彰

3/25　光の家新生園「納め会」
演劇クラブによる創作ホームドラマ

秋元梅吉と信仰について 
語る田中理事長

平
成
二
六
年
度  

締
め
く
く
り
の
会

3/27　光の家就労ホーム「結の会」 
若さあふれるダンス

「
秋
元
梅
吉
の
信
仰
」

～
第
四
〇
回  

創
立
者

秋
元
梅
吉
追
悼
集
会
～

3/26　光の家神愛園「感謝会」
美味しい食事に舌鼓



（2）

会報第181号 2015.4.25

（3）

会報第181号 2015.4.25

『
燈
心
』
第
四
四
九
号
の
巻
頭
言

に
、
田
中
理
事
長
は
、
東
京
光
の
家

創
立
の
基
本
精
神
で
あ
る
「
信
仰
」

の
象
徴
と
も
い
う
べ
き「
聖
書
集
会
」

（
水
・
金
・
日
）
を
何
よ
り
も
大
切

に
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
を
語
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
如
何
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

暑
か
ろ
う
が
寒
か
ろ
う
に
関
係
な

く
、
こ
の
集
会
5

5

を
し
っ
か
り
守
り
抜

く
た
め
に
最
善
の
努
力
を
し
、
壇
上

に
立
た
れ
る
方
々
に
最
善
の
敬
意
を

払
う
の
が
こ
れ
又
、
信
仰
を
大
切
に

す
る
道
だ
と
、
私
は
心
得
て
い
る
次

第
で
あ
る
。
こ
れ
が
ひ
い
て
は
、
わ

が
東
京
光
の
家
が
信
仰
を
大
切
に
す

る
大
き
な
証
し
と
思
う
の
で
あ
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
努
力
の

継
続
が
、
東
京
光
の
家
を
不
動
の
園

と
し
、創
立
者
が
目
標
と
さ
れ
た「
キ

リ
ス
ト
教
の
福
音
と
教
え
に
基
づ

き
、
盲
人
た
ち
の
人
格
を
高
め
、
社

会
の
尊
厳
を
得
る
」
こ
と
を
確
か
な

も
の
と
し
て
社
会
に
示
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
な
事
実
で
す
。

こ
の
大
切
な
「
聖
書
集
会
」
に
、

二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
一
年
間
、
田

中
理
事
長
の
ご
依
頼
に
応
じ
、
奇

数
月
の
第
二
日
曜
日
の
聖
書
集
会

で
、
講
話
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
原
子
力

放
射
能
の
公
衆
衛
生
な
ど
科
学
分
野

の
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
来
た
者

で
、
聖
書
の
研
究
者
で
も
牧
師
で
も

な
く
、
ま
っ
た
く
の
平
信
徒
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
講
話
担
当
を
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
の
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
家
庭
に
育
ち
、
聖
書
を
読

み
、
感
謝
と
希
望
を
も
っ
て
日
曜
礼

拝
を
守
り
続
け
て
い
る
私
に
、
そ
の

幸
い
の
泉
で
あ
る
「
聖
書
」
そ
の
も

の
を
、
友
に
語
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と
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イ
エ
ス
様
に

呼
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い
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た
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で

す
。講

話
で
は
、「
小
聖
書
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れ

る
べ
き
だ
ろ
う
」（
ル
タ
ー
）
と
言
わ
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て
い
る
詩
編
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し

た
。
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園
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「
詩
編
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編
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摯
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言
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結
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」
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し
ま

し
た
。

講
話
の
表
題
を
お
示
し
し
ま
す
。
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神
か
ら
の
最
も
す
ば
ら
し

い
贈
物

　
　
　
　

︱
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楽
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回　
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道

　
　
　
　

︱ 
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と
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て

 

（
詩
編
一
編
）

第
三
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弱
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そ

　
　
　

︱ 

救
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る

 

（
詩
編
三
編
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美

　
　
　

︱ 
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飲
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た

 

（
詩
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八
編
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五
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き

　
　
　
　

︱ 
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た

 

（
詩
編
二
二
編
）
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六
回　

主
は
わ
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牧
者

　
　
　
　

︱ 
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て

 

（
詩
編
二
三
編
）
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古
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︱
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の
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覚
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共
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讃
美
と
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謝
の
時
を
持
た
せ
て
頂
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ま
し
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を
囲
み
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今
、
共
に
生
き
る
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光
の
家
は
、
日
本
を
支
え
る

隅
の
親
石
と
さ
れ
て
い
ま
す
。感
謝
。

今
、
共
に
生
き
る
わ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
―
聖
書
集
会
の
岩
の
上
に岩島 

清

社
会
福
祉
法
人 

東
京
光
の
家

　評
議
員

三
月
二
四
日
（
火
）
か
ら
二
七
日

（
金
）
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
順
番

に
、
東
京
光
の
家
の
四
つ
の
施
設
が

年
度
末
行
事
で
あ
る
「
締
め
く
く
り

の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
の
式
典
で
は
、
田
中
理
事

長
に
よ
る
式
辞
、
招
待
者
の
ご
挨
拶

の
他
、
こ
の
一
年
頑
張
っ
た
利
用
者

の
表
彰
や
成
果
発
表
、
訓
練
修
了
の

報
告
等
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
、
美

味
し
い
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
音
楽

や
演
劇
等
の
企
画
で
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

み
の
り
多
き
こ
の
一
年
を
、
出

席
者
全
員
で
感
謝
を
持
っ
て
振
り
返

り
、
皆
の
心
が
結
ば
れ
て
ゆ
く
、
今

年
も
す
ば
ら
し
い
年
度
の
納
め
の
会

と
な
り
ま
し
た
。

二
月
六
日
に
四
〇
回
目
の
追
悼

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昭

和
三
八
年
の
六
月
の
集
会
で
お
話
し

さ
れ
た「
祈
り
に
対
す
る
神
の
応
答
」

と
い
う
講
話
の
テ
ー
プ
を
聞
き
、
そ

の
あ
と
田
中
理
事
長
が
「
秋
元
梅
吉

の
信
仰
と
東
京
光
の
家
」
と
い
う
題

で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
秋
元
先
生

の
祈
り
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
事
業

体
で
あ
り
、
秋
元
先
生
が
い
な
け
れ

ば
光
の
家
は
な
か
っ
た
。
社
会
福
祉

の
精
神
と
神
様
を
信
じ
て
い
れ
ば
、

困
難
な
こ
と
も
実
現
可
能
に
な
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

（
光
の
家
神
愛
園　

支
援
課

 

主
任　

小
坂　

鑑
）

3/24　光の家栄光園「みのりの会」 
永年勤続者表彰

3/25　光の家新生園「納め会」
演劇クラブによる創作ホームドラマ

秋元梅吉と信仰について 
語る田中理事長

平
成
二
六
年
度  

締
め
く
く
り
の
会

3/27　光の家就労ホーム「結の会」 
若さあふれるダンス

「
秋
元
梅
吉
の
信
仰
」

～
第
四
〇
回  

創
立
者

秋
元
梅
吉
追
悼
集
会
～

3/26　光の家神愛園「感謝会」
美味しい食事に舌鼓
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い
よ
い
よ
光
の
家
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
四
月
か
ら
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

場
所
は
東
京
光
の
家
か
ら
歩
い
て

五
～
六
分
の「
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
」

の
隣
接
地
に
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
共
同

生
活
援
助
七
名
、
短
期
入
所
一
名
の

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
光
の
家
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
」
は
田
中
理
事
長
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
見
据
え
た
事
業
と
し
て

望
ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
光
の
家

に
と
っ
て
も
今
後
の
方
向
性
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
大
型
の
入
所
施
設
が
国

の
政
策
に
よ
り
な
か
な
か
作
れ
な
い

中
、
利
用
者
の
中
に
地
域
移
行
や
地

域
生
活
を
希
望
し
て
い
る
人
達
が
い

る
た
め
、
入
所
施
設
の
機
能
を
し
っ

か
り
維
持
し
な
が
ら
小
規
模
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
際
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
っ

た
利
用
者
は
今
ま
で
新
生
園
や
栄
光

園
の
入
所
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

以
前
か
ら
地
域
移
行
や
地
域
生
活
を

希
望
し
て
い
た
人
達
で
し
た
。

　

今
回
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
っ

て
生
活
し
て
い
る
利
用
者
に
聞
い
た

と
こ
ろ
皆
さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
満
足
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

毎
日
の
通
勤
歩
行
訓
練
も
行
い
、

食
事
も
光
の
家
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
今
ま
で
通
り
の
光
の
家
の
食
事

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
健

康
管
理
も
医
務
体
制
が
整
い
、
元
気

に
栄
光
園
の
作
業
に
通
っ
て
い
る
姿

を
見
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
東
京
光
の
家
は
入
所
施
設

と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
な
が

ら
地
域
移
行
や
地
域
生
活
の
ニ
ー
ズ

も
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
光
の
家
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
」
が
利
用
者
に
と
っ
て
安
心
し
て

地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ

と
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
も
地
域
福
祉

に
貢
献
し
、
成
長
し
て
い
く
姿
を
是

非
、
御
期
待
下
さ
い
。

光
の
家
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

オ
ー
プ
ン
‼

リビング

テラス

光の家障害者グループホーム全景

居　室 エントランス

キッチン

浴　室

ダイニング
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と
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祉

に
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。
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平
成
二
六
年
一
一
月
一
日
～
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日

寄
付
者
名
簿

公
益
財
団
法
人 

日
本
財
団 

会
長

笹
川
　
陽
平
様 

送
迎
用
普
通
車 

一
台

 

車
い
す
対
応
軽
自
動
車

 
 

一
台

公
益
信
託 

西
村
良
枝
記
念

知
的
障
害
者
福
祉
基
金
様 

 
 

型
抜
き
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

 

シ
ス
テ
ム 

一
式

東
京
善
意
銀
行
様 

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

 

セ
ッ
ト 

一
式

舩
橋
　
敬
様 

サ
ツ
マ
イ
モ 

五
kg

　

 

り
ん
ご 

九
kg

井
川
　
幸
雄
様 

り
ん
ご 

四
七
kg

河
村
　
正
様 

み
か
ん 

二
〇
kg

 

米 

六
〇
kg

折
茂
　
冬
貴
様 

う
る
ち
米 

二
八
kg

　
　
　
美
津
江
様 

も
ち
米 

二
七
kg 

 

大
根 

一
〇
六
kg

 

白
菜 

四
〇
kg

 

長
ね
ぎ 

三
二
kg

石
井
　
み
ち
子
様 

米 

三
〇
kg

中
西
　
登
三
男
様 

テ
ィッシュペ
ー
パ
ー 

六
〇
箱

阿
久
津
　
隆
様 

柿 

一
〇
kg

常
盤
　
敏
時
様 

り
ん
ご 

一
五
kg

鈴
木
　
利
明
様 

り
ん
ご 

一
〇
kg

七
瀬
　
隆
幸
様 

み
か
ん 

一
八
kg

柗
田
　
功
様 

梨 

一
五
kg

 

り
ん
ご 

二
四
個

 

み
か
ん 

八
〇
kg

 

セ
ロ
リ 

一
〇
kg

宮
田
　
容
子
様 

米 

三
〇
kg

米
倉
　
清
治
様 

米 

二
八
kg

石
川
　
紀
子
様 

り
ん
ご 

二
一
kg

佐
々
木 

加
枝
子
様 

ほ
し
わ
か
め 

五
〇
〇
ｇ

 

だ
し
の
素 

三
㎏

城
山
鶏
園 

加
藤
奉
文
様　

卵 

一
五
kg

錦
戸
部
屋 

錦
戸
眞
幸
様　

り
ん
ご 

一
一
kg

渡
辺
　
祥
子
様 

米 

一
四
〇
kg

亀
山
　
潔
様 

じ
ゃ
が
い
も 

一
〇
kg

 

た
ま
ね
ぎ 

九
kg

 

か
ぼ
ち
ゃ 
五
kg

旭
が
丘
商
工
連
合
会 

会
長

村
上
　
義
輝
様 

り
ん
ご 

一
二
kg

大
谷
　
徳
義
様 

み
か
ん 

三
kg

宗
像
　
正
様 

り
ん
ご 

五
kg

山
崎
　
郡
治
様 

み
か
ん 

二
〇
kg

安
積
　
義
治
様 

漬
物 

二
kg

救
護
施
設
泉
の
園 

施
設
長

小
谷
　
彰
也
様 

乾
燥
し
い
た
け 

五
〇
ｇ

 

き
ゅ
う
り
粕
漬
け 

二
五
〇
ｇ

 

は
り
は
り
漬
け 

六
〇
〇
ｇ

坂
本
　
昭
一
様 

玄
米 

三
〇
kg

三
須
　
栄
一
様 

小
松
菜 

一
〇
kg

渡
邊
　
幹
男
様 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

五
三
㎏

ミ
ニ
ッ
ツ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
様 

 

ボ
ア
生
地 

九
kg

小
薗
江
　
康
様 

干
し
い
も 

一
〇
kg

若
林
　
裕
二
様 

点
字
絵
本 

一
冊

坂
本
　
武
様 

い
よ
か
ん 

一
八
kg

岩
井
　
正
義
様 

人
参 

二
一
kg

　
　
　
純
子
様

大
越
　
千
明
様 

韓
国
の
り 

五
七
六
パック

※ 

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

世
界
三
大
ピ
ア
ノ
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ

イ
ン
を
所
有
す
る
「
も
み
じ
ホ
ー
ル

城
山
」
で
、
三
月
八
日
（
日
）
光
バ

ン
ド
の
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
祉
祭
り
や
、
学
校
で
の
演
奏
会

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
バ
ン
ド
を
知
る
方
々
や
近
隣
に

住
む
方
の
温
か
な
声
援
に
包
ま
れ
た

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

NPO 法人 城山めいぷる主催による
相模原市でのコンサート

光
バ
ン
ド

コ
ン
サ
ー
ト

　

四
月
か
ら
東
京
光
の
家
に
勤
務
す

る
五
名
の
新
任
職
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
「
一
日
も
早
く
、
皆
様
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
」

光
の
家
栄
光
園�

就
労
一
係

大野 恵里歌
明治学院大学卒

　

地
域
貢
献
活
動
室
と
は
、
地
域
の

方
た
ち
に
、
光
の
家
の
福
祉
事
業
や

視
覚
障
害
に
対
す
る
理
解
を
広
げ
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

実
際
に
光
の
家
に
来
て
い
た
だ
く
よ

う
な
企
画
を
し
た
り
、
地
域
の
行
事

に
参
加
し
た
り
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
更
に
昨
年
か
ら
は
点
字
教
室

を
企
画
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

点
字
教
室
は
今
年
も
近
隣
の
小
学

生
を
中
心
に
一
八
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
中
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
催

を
知
っ
た
神
奈
川
県
か
ら
一
般
の
方

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
熱
心
に
点
字
の
読
み
書

き
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
特
に
食
品
の
袋
や
箱
に
シ
ー
ル

で
味
や
中
身
を
点
字
で
書
く
と
い
う

時
間
が
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
、
た

く
さ
ん
点
字
を
書
い
て
た
く
さ
ん

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
方
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
点
字
を
書
く
こ
と
を
通
し

て
視
覚
障
害
者
に
役
に
立
つ
実
感

が
、
み
な
さ
ん
は
嬉
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が
後
か
ら
の
感
想
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
少
し
で
も
地

域
の
方
た
ち
に
役
立
つ
よ
う
な
活
動

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
貢
献
活
動
室
長

 

山
本　

誠
太
郎
）点字いっぱい書けたかな

点
字
教
室
を
開
催

地
域
の
方
に

なんの味か点字で教えて

平
成
二
七
年
度

新
任
職
員
紹
介

温
か
な
声
援
に

つ
つ
ま
れ
て

総
務
部
総
務
課�

庶
務
係

白井 桜子
国立音楽大学卒

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

塩川 遼
明治大学卒

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

大須賀 愛
国立身体障害者リハビリ 
テーションセンター学院卒

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

小田 薫
光の家神愛園非常勤

　

こ
の
度
は
、
光
の
家
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
長
に
ご
指
名
頂
き

身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
私
で
務
ま
る
の
か
と
い

う
多
く
の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

田
中
理
事
長
よ
り
ご
指
名
を
受
け

た
時
は
『
私
で
良
い
の
か
？
』
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
任
せ
る

と
い
う
事
は
上
手
く
や
る
だ
ろ
う
と

い
う
前
提
に
、
田
中
理
事
長
の
強
い

期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、

微
々
た
る
私
の
力
で
も
、
誠
心
誠
意

そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
決
意
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
歴
史
あ
る
光
の
家
を
守
る

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
、
職
務

に
励
み
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

光の家障害者グループホーム
ホーム長　野間　匡
（入職 6 年・40 歳）
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平
成
二
六
年
一
一
月
一
日
～
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日

寄
付
者
名
簿

公
益
財
団
法
人 

日
本
財
団 

会
長

笹
川
　
陽
平
様 

送
迎
用
普
通
車 

一
台

 

車
い
す
対
応
軽
自
動
車

 
 

一
台

公
益
信
託 

西
村
良
枝
記
念

知
的
障
害
者
福
祉
基
金
様 

 
 

型
抜
き
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

 

シ
ス
テ
ム 

一
式

東
京
善
意
銀
行
様 

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

 

セ
ッ
ト 

一
式

舩
橋
　
敬
様 

サ
ツ
マ
イ
モ 

五
kg

　

 

り
ん
ご 

九
kg

井
川
　
幸
雄
様 

り
ん
ご 

四
七
kg

河
村
　
正
様 

み
か
ん 

二
〇
kg

 

米 

六
〇
kg

折
茂
　
冬
貴
様 

う
る
ち
米 

二
八
kg

　
　
　
美
津
江
様 

も
ち
米 

二
七
kg 

 

大
根 

一
〇
六
kg

 

白
菜 

四
〇
kg

 

長
ね
ぎ 

三
二
kg

石
井
　
み
ち
子
様 

米 

三
〇
kg

中
西
　
登
三
男
様 

テ
ィッシュペ
ー
パ
ー 

六
〇
箱

阿
久
津
　
隆
様 

柿 

一
〇
kg

常
盤
　
敏
時
様 

り
ん
ご 

一
五
kg

鈴
木
　
利
明
様 

り
ん
ご 

一
〇
kg

七
瀬
　
隆
幸
様 

み
か
ん 

一
八
kg

柗
田
　
功
様 

梨 

一
五
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り
ん
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四
個

 

み
か
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八
〇
kg

 

セ
ロ
リ 

一
〇
kg

宮
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子
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米 

三
〇
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倉
　
清
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米 
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八
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石
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り
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ご 
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kg

佐
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木 

加
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子
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か
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五
〇
〇
ｇ

 

だ
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の
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㎏

城
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園 
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藤
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文
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一
五
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錦
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屋 

錦
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り
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ご 
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一
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渡
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子
様 

米 
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四
〇
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亀
山
　
潔
様 
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い
も 

一
〇
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た
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ね
ぎ 
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ぼ
ち
ゃ 

五
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商
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連
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会 
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義
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り
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大
谷
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か
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kg

宗
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り
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ご 

五
kg

山
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か
ん 

二
〇
kg

安
積
　
義
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様 

漬
物 

二
kg

救
護
施
設
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園 

施
設
長
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谷
　
彰
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様 

乾
燥
し
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た
け 

五
〇
ｇ

 

き
ゅ
う
り
粕
漬
け 

二
五
〇
ｇ

 

は
り
は
り
漬
け 

六
〇
〇
ｇ

坂
本
　
昭
一
様 

玄
米 

三
〇
kg

三
須
　
栄
一
様 

小
松
菜 

一
〇
kg

渡
邊
　
幹
男
様 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

五
三
㎏

ミ
ニ
ッ
ツ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
様 

 

ボ
ア
生
地 

九
kg

小
薗
江
　
康
様 

干
し
い
も 

一
〇
kg

若
林
　
裕
二
様 

点
字
絵
本 

一
冊

坂
本
　
武
様 

い
よ
か
ん 

一
八
kg

岩
井
　
正
義
様 

人
参 

二
一
kg

　
　
　
純
子
様

大
越
　
千
明
様 

韓
国
の
り 

五
七
六
パック

※ 

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

世
界
三
大
ピ
ア
ノ
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ

イ
ン
を
所
有
す
る
「
も
み
じ
ホ
ー
ル

城
山
」
で
、
三
月
八
日
（
日
）
光
バ

ン
ド
の
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
祉
祭
り
や
、
学
校
で
の
演
奏
会

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
バ
ン
ド
を
知
る
方
々
や
近
隣
に

住
む
方
の
温
か
な
声
援
に
包
ま
れ
た

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

NPO 法人 城山めいぷる主催による
相模原市でのコンサート

光
バ
ン
ド

コ
ン
サ
ー
ト

　

四
月
か
ら
東
京
光
の
家
に
勤
務
す

る
五
名
の
新
任
職
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
「
一
日
も
早
く
、
皆
様
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
」

光
の
家
栄
光
園�

就
労
一
係

大野 恵里歌
明治学院大学卒

　

地
域
貢
献
活
動
室
と
は
、
地
域
の

方
た
ち
に
、
光
の
家
の
福
祉
事
業
や

視
覚
障
害
に
対
す
る
理
解
を
広
げ
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

実
際
に
光
の
家
に
来
て
い
た
だ
く
よ

う
な
企
画
を
し
た
り
、
地
域
の
行
事

に
参
加
し
た
り
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
更
に
昨
年
か
ら
は
点
字
教
室

を
企
画
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

点
字
教
室
は
今
年
も
近
隣
の
小
学

生
を
中
心
に
一
八
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
中
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
催

を
知
っ
た
神
奈
川
県
か
ら
一
般
の
方

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
熱
心
に
点
字
の
読
み
書

き
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
特
に
食
品
の
袋
や
箱
に
シ
ー
ル

で
味
や
中
身
を
点
字
で
書
く
と
い
う

時
間
が
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
、
た

く
さ
ん
点
字
を
書
い
て
た
く
さ
ん

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
方
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
点
字
を
書
く
こ
と
を
通
し

て
視
覚
障
害
者
に
役
に
立
つ
実
感

が
、
み
な
さ
ん
は
嬉
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が
後
か
ら
の
感
想
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
少
し
で
も
地

域
の
方
た
ち
に
役
立
つ
よ
う
な
活
動

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
貢
献
活
動
室
長

 

山
本　

誠
太
郎
）点字いっぱい書けたかな

点
字
教
室
を
開
催

地
域
の
方
に

なんの味か点字で教えて

平
成
二
七
年
度

新
任
職
員
紹
介

温
か
な
声
援
に

つ
つ
ま
れ
て

総
務
部
総
務
課�

庶
務
係

白井 桜子
国立音楽大学卒

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

塩川 遼
明治大学卒

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

大須賀 愛
国立身体障害者リハビリ 
テーションセンター学院卒

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

小田 薫
光の家神愛園非常勤

　

こ
の
度
は
、
光
の
家
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
長
に
ご
指
名
頂
き

身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
私
で
務
ま
る
の
か
と
い

う
多
く
の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

田
中
理
事
長
よ
り
ご
指
名
を
受
け

た
時
は
『
私
で
良
い
の
か
？
』
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
任
せ
る

と
い
う
事
は
上
手
く
や
る
だ
ろ
う
と

い
う
前
提
に
、
田
中
理
事
長
の
強
い

期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、

微
々
た
る
私
の
力
で
も
、
誠
心
誠
意

そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
決
意
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
歴
史
あ
る
光
の
家
を
守
る

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
、
職
務

に
励
み
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

光の家障害者グループホーム
ホーム長　野間　匡
（入職 6 年・40 歳）
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〜All for one, One for all.〜

も
ろ
も
ろ
の
天
は
神
の
栄
光
を
あ

ら
わ
し
、
大
空
は
み
手
の
わ
ざ
を

し
め
す
。

こ
の
日
は
言
葉
を
か
の
日
に
つ
た

え
、
こ
の
夜
は
知
識
を
か
の
夜
に

つ
げ
る
。

話
す
こ
と
な
く
、
語
る
こ
と
な
く
、

そ
の
声
も
聞
え
な
い
の
に
、
そ
の

響
き
は
全
地
に
あ
ま
ね
く
、
そ
の

言
葉
は
世
界
の
は
て
に
ま
で
及

ぶ
。

　

旧
約
聖
書
「
詩
篇
」

 

第
一
九
篇
一
～
四
節

春満開、笑顔も満開 !!

一
、
こ
の
世
は
誰
が
動
か
し
て
い

る
の
か
。勿
論
人
間
様
だ
ろ
う
。

そ
う
か
な
？
人
間
を
背
後
で
支

配
す
る
、
目
に
見
え
な
い
方
が

い
る
は
ず
。
そ
れ
を
神
と
も
言

う
。 

一
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
梅
も
過

ぎ
去
り
、
桜
も
三
日
見
ぬ
間
に

葉
桜
に
な
っ
た
。
当
に
あ
っ
と

い
う
間
で
あ
る
。 

一
、
厳
寒
を
経
験
し
た
者
は
、
春

の
優
し
い
春
の
時
を
感
謝
す

る
。
こ
れ
が
人
生
の
真
実
な
る

原
理
で
あ
る
。 

一
、
幸
福
に
な
る
真
理
？
そ
ん
な

も
の
は
あ
る
の
か
。あ
る
の
だ
。

今
を
最
高
の
幸
福
と
い
つ
も
感

じ
ら
れ
る
人
。 

一
、
今
を
喜
ん
で
生
き
る
人
。
も

し
明
日
が
あ
れ
ば
、
明
日
も
感

謝
し
て
生
き
ら
れ
る
人
。
こ
れ

が
最
高
の
幸
福
な
人
だ
。

会

報

五

言

入
所
式

光の家新生園入所式

　

平
成
二
七
年
度
が
始
ま
り
、
各
施

設
で
新
年
度
の
始
ま
り
を
告
げ
る
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
に
は
光
の
家
就
労
ホ
ー

ム
で
、
四
月
三
日
に
は
光
の
家
新
生

園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
利
用
者
を

迎
え
る
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

就
労
ホ
ー
ム
で
は
、
二
名
の
利
用

者
を
迎
え
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
校

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
元
気
な
女
性

で
す
。
入
所
式
で
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
し
た
が
、
顔
な
じ
み
の
先
輩
方

も
お
り
、
元
気
な
挨
拶
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

光
の
家
新
生
園
で
は
、
男
性
一

名
、
女
性
二
名
の
新
し
い
利
用
者
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
治

会
会
長
か
ら
の
温
か
い
歓
迎
の
言
葉

と
、
新
生
園
光
バ
ン
ド
の
力
強
い
演

奏
で
、
盛
大
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
光
の
家
の
生
活
に
慣

れ
、
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
光
の
家
新
生
園　

訓
練
課

 
主
任　

草
間　

樹
）

光の家就労ホーム入所式

法 

人 

役 

員

❖
理
事
長
・
評
議
員

　
　

 

田
中 

亮
治

❖
常
務
理
事
・
評
議
員

　
　

 

石
渡 

健
太
郎

❖
理
事
・
評
議
員

　
　

 

相
澤 

忠
一 

亀
岡 

寛
治

　
　

 

菅
野 

秀
郎 

篠
﨑 

友
照

　
　

 

杉
山 

吉
昭 

松
本 

栄
二

❖
監
　
事

　
　

 

白
井 

富
士
夫 

藤
田 　

洋

❖
顧
　
問

　
　

 

杉
山 

閑
男

❖
評
議
員

　
　

 

安
藤 

璀
子 

岩
島 　

清

　
　

 

梅
田 

俊
幸 

加
藤 

保
武

　
　

 

軽
部 

義
和 

川
辺 

和
政

　
　

 

佐
川 

勝
宣 

山
下 　

勉

　
　

 

横
引 

公
一 

（
五
十
音
順
）

　

平
成
六
年
か
ら
長
年
に
わ
た
り
ご

尽
力
頂
い
た
石
川
左
門
評
議
員
が
平

成
二
七
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
、
新
た
に
平
成
二
七
年
四
月

一
日
か
ら
地
域
代
表
と
し
て
梅
田
俊

幸
評
議
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
二
月
一
九
日
か
ら
二
四
日
ま

で
、
日
野
市
立
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
会
場
に
、
第
一
八
回
手
さ
ぐ

り
の
作
品
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、「
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
パ
ー
ト
Ⅱ
」
と

題
し
、
一
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
作
品
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
見
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
光
の
家
新
生
園　
訓
練
課

 

福
田　
清
香
）

第
一
八
回

手
さ
ぐ
り
の
作
品
展

みんなで作った超大作 !!


